研究紹介記事11
ジャンル：感染症
代表的な研究分野：微生物、寄生虫、理論疫学

1. 感染症とは
　体の外からウイルスや細菌といった病原体が体内に侵入することで引き起こされる疾患が感染症だ。感染経路や発症のメカニズム、新薬の開発などが研究テーマとしてある。コロナウイルスのようにウイルス性の感染症が注目されることが多いが、寄生虫が体内に侵入する事によって起きる寄生虫症も感染症の一つである。本記事では、ウイルスや細菌といった微生物を対象とした研究分野、寄生虫を対象とした研究分野、また数理モデルを用いた理論的な研究分野の３つについて紹介する。

2. 微生物学
　世界三大感染症のうち、エイズはHIVというウイルスに感染することによって発症し、結核は結核菌によって引き起こされる病気だ。感染症に効く薬やワクチンを開発するためには、どのようなメカニズムで発症に至るのかを解明する必要がある。それはウイルスや細菌、真菌の種類によって異なる。似た構造の微生物であれば、先行研究を参考にすることができるが、異なる発現メカニズムを取ることが多く、研究対象となる微生物は多岐に渡る。そうして得られて知見を応用して開発される薬やワクチンの開発もこの分野における研究テーマとなる。また、診断法の改良や予防治療法も研究されている。

研究室の例
大阪大学：微生物研究所
http://www.biken.osaka-u.ac.jp/
東京大学：医科学研究所ウイルス感染分野河岡ラボ
https://www.ims.u-tokyo.ac.jp/virology/index.html
東北大学：微生物学分野
http://www.virology.med.tohoku.ac.jp/ja/index.html
北里大学：感染症学研究室
https://www.kitasato-u.ac.jp/lisci/life/chart/LSI-lab15.html
北里大学：細菌感染制御学研究室
https://sites.google.com/view/abe-lab/home?authuser=0
東邦大学：微生物・感染症学講座
https://www.toho-u.ac.jp/med/lab/lab_infectious.html



3. 寄生虫学
世界三大感染症のうち、マラリアはこの区分に入れることができます。寄生虫（原虫）を保有した蚊に刺されることで人に感染する。微生物学と同様にマラリア原虫も薬やワクチンに対して進化し、耐性を持ってしまうことがある。常に進化する原虫に対し、研究も進歩し続ける必要がある。またキツネを介して感染することが知られているエキノコックスも有名な研究例である。このように動物とも関係が深い分野であるため、獣医学部でも研究が行われている。
研究室の例
順天堂大学：熱帯医学寄生虫病学講座
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kiseityu/
千葉大学：感染生体防御学教室
http://www.m.chiba-u.ac.jp/class/infection-hostdefense/
北海道大学：寄生虫学教室
https://www.vetmed.hokudai.ac.jp/organization/parasitol/index.html

4. 理論疫学
[bookmark: _GoBack]疫学は感染症の集団への広がり方を研究する学問である。近年はビッグデータとして情報を収集し解析することが可能となっており、この分野の必要性は高まっているが、専門家は多くない。収集するデータの種類や集め方、解析手法を設計し、解釈することが求められる。ワクチンや薬を作るまでは長い時間を要するため、リアルタイムで感染ルートや原因を特定できれば、即効性のある対策手法の提案につなげることも可能となる。また原因や効果を正確に判断することは、感染症の研究全体を支援する成果となる。

研究室の例
北海道大学：衛生学教室
http://hygiene.med.hokudai.ac.jp/
東京大学：疫学・生物統計学教室
http://www.epistat.m.u-tokyo.ac.jp/about/

